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学生による商品開発プロジェクトの
状況報告
子供の成育遊具レイキモッキの開発
1 はじめに
1.1 学生による商品開発プロジェクトの試み
Report on Status of Product Development Project 
by Students 
本学デザイン学科の学究・デザインビジネスコースでスペース
デザイン領域を学ぶ学生たちによる商品開発プロジェクトとして、
本学非常勤講師の建築家中山則和先生のアイデアを元に、フィ
ンランドにおいて、幼い子供の成育遊具として建てられる小さな
家の「レイキモッキ」を、日本で商品として開発してみてはと考え
た。また日本には伝統的な建築構法の木造軸糾構法があり、レ
ィキモッキを親とともに建設し所有・使用する子供たちが、この構
法に触れることで、日本で古＜から確立されていて、自然素材の
木材を巧みに使った伝統的な建設方法を身近に体験すること
で、レイキモッキの目的である子供の教育のひとっとして、日本
のものづくりの知恵を学ぶ機会にもなるだろうと考え研究を進め
てきた。
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2 レイキモッキについて
2.1 フィンランドの成育遊具としてのレイキモッキの
役割
(1)子供の成育
教育レベルの高い国として知られるフィンランドには、住宅の庭
に子供のための成育遊具としてレイキモッキを建てる習慣があ
る。 2004年のフィンランドの乳幼児教育保育におけるナショナル
カリキュラムの目標として、乳幼児期における本質的な価値、乳
幼児期の養育、そして人間としての子供の発達に次のような目標
が示されている
1. 個人の幸福を促進すること
2. 思いやりを持つことと周囲の人への思いやりを持つ態度を
育てる
3. 自主性の段階的育成
ここでは子供たちの普通の幸幅を最重要課題と位置付けてい
て、読み書きや算数、その他何かのスキルを早くから学ぶことは
それほど重要とは考えていない。それよりも子供たちの幸福、次
に大事なことは社会的な交流、そして第二に自主性・独立性を
持って行動したり学んだりできる子供になるように教育してい＜こ
とが大切とされている。
(2)屋内外の空間演/:l::I要素として
一戸建ての住宅を持つ人の多くが、快適で美しい庭を求める
のはきわめて自然なことである。第二次世界大戦後のヨーロッパ
にて復奥のスローガンとして唱えられたDIYは、アメリカに広がつ
たのちに徐々にその目的が変化し、復興から週末のレジャーや
趣味のひとっとして楽しむものに変っていった。
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またイングリッシュガーデンに代表される自然なガーデニング
は、庭を眺めるだけではなく、住人や近隣の人たちの活動の場と
し、植物の手入れ、庭や住宅のメンテナンスの作業を、住宅を維
持するための行為であるだけではなく、家族や近隣の人とのコ
ミュニケーションに有効なこととして、さらには子供たちの社会性
を育む場とすることで、レイキモッキという発想が生まれたのであ
ろう。
フィンランドは森と湖の国で、多くの人が自然豊かな場所に週
末住宅を持っている。週末は家族や友人と自然の中で過ごし、
森で果実を採り、手をかけて調理をしたり、庭のサウナ小屋でサ
ウナを楽しんだりしている。そんな習慣を持った国民性からする
と、自宅の庭にミニチュアの家を建てて、子供たちが遊んでいる
姿は自然に思い浮かぶのであろう。
2.2 レイキモッキの発祥
最初のレイキモッキと言われているのはフィンランドの南西部、
ナ一ンタリに近いバルト海に面したアスカイネンにあるマンネル
へイム家の邸宅のレイキモッキであり、 1870年代のものと言われ
ている（写真1) 。
写真 1: マンネルヘイム家のレイキモッキ
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またへJレシンキ郊外のシベ
リウス公園のエリアで、自然
や環境問題をテーマに活
動をしている団体が、活動
の拠点としている建物の歴
史の中に、 1890年当時その
建物が個人の別荘であった
頃に、所有者が子供のため
にレイキモッキが建てたとい
う記録がある（写真2) 。
2.3 レイキモッキの施工と入手方法
(1)ハンドメイドの施工
レイキモッキを子供とともに作ることで、子供は建物の材料や建
て方を知るとともに、自ら施工に参加することで、より愛着を持っ
て使うことができる。そのために、すべて他者にまかせて建てるの
ではなく、親と子供ができるだけ施工に携わること、またハンドメイ
ドであることも重要なポイントである。
その建て方については一般の住宅と同様に、ゼロから設計して
手作りで建てる方法もあるが、すでにキット化された製品を利用
することもできる。施工の主体が大人であることは当然であるが、
仕上げのペイントなど、子供が参加できる作業を割り当てることが
有効である。また制作段階に子供が参加するイベントがあっても
良いかもしれない。例えば日本の上棟式のような企画でも良いの
で子供の参加を促す必要がある。
何よりもレイキモッキを建てようと思うこと自体が、必要に駆られ
た生活行為ではなく、前述したDIYやガーデニングのように、レ
ジャーや趣味として楽しむ生活行事が前提となっているからであ
る。
(2) 流通廂品のレイキモッキ
日本では本格的なレイキモッキのキットはほとんど販売されてい
ない。プレイハウスの名で探しても室内で使用するプラスチック製
のものや、テントのようなものばかりで、また屋外用では物置やミ
ニハウス、コテージなどで、子供のための本格的な木製のレイキ
モッキのキットとなると、通販などをあたって輸入品の入手を試み
るしかない。
フィンランドでは多くのキット商品が出ている。主に木製パネル
の連結で組み立てるようなタイプであり、基礎部分は日本のホー
ムセンターで扱っているスチール製物置のように、コンクリートブ
ロックを数個亜べた上に設置するような簡易なものであり、屋根
には住宅と同様に防水性がある。
ML11!'匹馴I-
写真2: 記録のレイキモッキ
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3 学生プロジェクトの内容
3.1 研究課題としての商品開発プロジェク卜
(1) デザイン思考による商品開発の進め方の試み
学究・デザインビジネスコースの学生は、スタンフォード大学の
cl.schoolが提唱するデザイン思考の進め方を参考に、レイキモッ
キの開発に取り組んでみることにした。学究・デザインビジネス
コースの特徴としてグループでのプロジェクトを大切にしている。
またグループはメンバーに限らず必要に応じてどんどん人材の
ネットワークを広げてい＜ことも前提としている。
デザイン思考を簡単に述べると次の5つのステップでのグルー
プ活動である。
stepl: Empathize共感
step2 : Define問題定義
step3: Ideateアイデア創出
stepl: Prototypeプロトタイピング
stepl: Test検証
そしてcl.schoolのように、ホワイトボードと付箋を使いながらディ
スカッションを繰り返し、企画を進めてきた（写真3) 。
(2) 中間プレゼンテーション
プロジェクトのスケジュールの短期的目標として、スペーデザ
イン領域の学生と関係教員を対象に、中間プレゼンテーションを
おこなった（写真4) 。
内容は、フィンランドにおける成育遊具としてのレイキモッキの
説明から始まり、日本の伝統的な木造軸組構法を子供に知らせ
たい、親とともに作ることで親子のコミュニケーションを図るといっ
た方向性を示した。その方針にそって名称を「TSUKU MOKKI 」
とした。 TSUKUは「作る」から、 MOKKIには「コテージ」という意味
と木造の「木」を組み合わせた造語である。またこのプロジェクト
はデザインのみならず、製作コスト・品質管理・ユーザー調査・広
報・流通についても考慮することを示した。ユーザ一調査につい
ては本学の子どもケアセンターにて子供の保護者たちにアン
ケートをおこない、直接一人ずつに質間をして現実的な意見を
聞くことができた。大型遊具には興味があるが子供の成長後の
処理についてなどの問題点も浮上した。また初期段階から
facebookやTwitterなどのアカウントを作成して、プロジェクトの広
報とアンケートによる調査など、 SNSを身近に使う学生枇代の利
点を活用している点も発表した。
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(3) コンタクト展での展示発表
次の目標として3年生のコンタクト展に企画書と試作を展示す
ることとした。企画響ではロゴタイプとマークを作ることにしたが、
学生たちが自分で作るのではなくヴィジュアルコミュニケーション
デザインコースの学生に提案して
もらうことにした。よりその作業に
ー
詳しい人に頼むことで、良い効果
が得られるだけではなく、イメージ
を伝えるためには考えを整理しな
TSUKUMOKKI, ければならないという点が重要な
のである。
3.2 試作にともなう詳細な設計
(1)木造軸組構法の採用
試作にあたって具体的な設計に入った。調査段階ではいろん
な構造が候補にあがったが、まずは当初から考えていた木造軸
組構法を主構造とし、その基本材料の寸法を決まるところからス
タートした。親子で作る点に配慮して、住宅に使用するような3寸
角の必要はなく、十分な信頼性が得られる2寸角、 60mmX60mm
のホワイトゥッドまたはマツの角材を基本材料とした。士台を組
み、柱を立てて、桁・梁を乗せて、小屋束・母屋を乗せるという木
造軸糾構法の基本的な方法で、フレームを作ることにした。また
「ほぞ」「ありほぞ」などの組手の寸法を決めて標準ディテールとし
た。（医 1)
ぞ
図1:木造軸組構法のフレーム
(2) 仕上げ色について
学生メンバーの一人が北欧研修旅行に参加することになり、
フィンランドにも訪間することから、少ない自由研修時間の中で
はあるが、市場調査としてひとっでも実際のレイキモッキを見てき
て欲しいとのメンバーの期待の中、いくつかレイキモッキの写真
を撮ることができた。撮影した写真によるといずれも木造で、外装
にはホワイト・レッド・イエロー・グリーンといった鮮やかな色で塗
装されている。下の写真も鮮やかなライトブルーである。（写真5)
写真5
仕上げ色についてTwitterでアンケートを試みたところ、塗装の部
位については触れなかったが、子供の頃に好きだった色の問い
に対する答えの上位はブルー・ピンクであった。
試作は木造フレームを組み立てた後で、堅面パネルをはめ込
む真壁仕様になっている。木造フレームはすべてホワイトに塗装
し、はめ込む壁面にはホワイトのポリランバーコア合板を使用す
ることから、外装はホワイトで統ーしたが、内装には部分的にブ
ルーとピンクの塗装を試すことになった。
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今、私たちはツクモッキの摸型制作
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屋根の色についてもTwitterでアンケートを試みたところ、ブラウ
ン・グリーンがやや多かったので、仕上げ材料によるもののその
結果を反映させようということになった。
(3) 組み立て方と部品の形状
TSUKUMOKKI (レイキモッキ）は親と幼い子が一緒に組み立て
るものなので、組み立て作業に工具をあまり使わないようにと考
え、ほぞは緩めで手で抜き差しができるように、またビスなどもほ
とんど使用していない。連結を要する屋根部品においてもナット
を埋めておいて蝶ボルトで締める方法にした。部品からの突起や
先端の尖ったビス・釘は子供にとってはたいへん危険なものであ
る。遊具のように子供のための製品は、安全を優先させることが
重要である。
部品からの突起をなくした理由はもうひとっぁる。それは商品と
してキット化する場合、運送の際の梱包に配慮し、木造フレーム
の角材、壁パネル、床パネル、屋根パネルなどの大型部品の突
起部をなくし、重ねたりまとめたりできるような部品形状とした。
試作はほぞも緩く、壁パネルをフレームを組んだ後から間には
め込むので、隙間があり全体に強度が不足している印象がある
が、実際に使用するときにはビスや金物を使って補強することが
容易である。具体的な補強についての方法の検討は今後の課
題である。
(4) 扉と窓
レイキモッキにおいて扉または入り口の大きさは璽要は検討
項目である。なぜならばレイキモッキの内側は子供の身体に合
わせて小さく作ってあるが、入り口は大人もなんとか通れる大き
さにする必要がある。入り口は外の大人の世界と内の子供の世
界の接点である。子供とのコミュニケーションができることと、万
が一中で子供の具合が悪くなった場合の対応も考えておかな
ければならない。
嗜
? ? ? ?ヽ
この試作の入り口は正面中央である。扉のデザインについて検
討はしたものの、今回の試作では作らなかった。その理由は床の
扱いと関係がある。 TSUKUMOKKIは屋外と室内の両方の設置
の可能性を考えている。屋外に設置する場合には床が必要であ
るが、室内では床の必要がない。また室内であれば扉自体もい
らないかもしれない。この点についてもどこまでの使い方を想定
するか検討が必要である。
窓はアクリルの一体成形部品とし、型を作り真空成形機で加工
した。壁パネルヘの取り付け方法などのもまだまだ検討の余地が
ある。（写真6)
(5)墜パネル
壁パネルは60mm角の柱の間に外側から10mmのチリを取
り、厚さ 15mmのポリランバー合板をはめ込んでいる。士台に
予め埋め込んだ凹ねじに、棚受けダボをパネルー枚に対して2力
所入れて、パネル下端面の穴を合わせて、上部はパネルが倒れ
ないように梁と繋
ぎ合わせる仕組み
である。繋ぎ方を
楽しめるようにベ
ルト式、ひもつな
ぎ式、木ピン式と3
種類を試してみ
た。（写真7)
学生のアイデア
で木ピンのヘッド
にマークの焼印を
人れようということ
になり、焼印も制
作した。（写真8)
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写真7: 壁パネルのはめ込み
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写真6:窓アクリルの真空成形 写真8: マークの焼印
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(6)屋根
届根は木製パネル2枚を連結し、テントシートを被せる方法を
試みた。天井面にはコルシートを貼り、ピンナップ使用が可能な
仕上げとした。テントシートの制作はテント施工業者に発注し
た。学生メンバー自身での発注作業を経験することができた。ま
た、色はアンケートの結果を考慮しブラウンとグリーンについて
学生たちの相談により決定した。
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4 まとめ
4.1プロジェクトの展望
当初予定していた商品化に向けて、候補としていた2社の
内、 1社は断念することになった。もう 1社について、学生たちと
検討の上進めていきたい。
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